


表紙：「つながる暮らしと自然　曼荼羅図」
イラスト：向田智也
流れのある曼荼羅図で自然と人の複雑で多様な繋がりを表現しています。人が自然と関わ
る時、手つかずの自然状態ではあり得なかったユニークな（時にはネガティブな）繋がりが
生まれます。人と自然が関わることで生み出される景観、生物同士の関わり、地球環境へ
の影響など、そうした繋がりの仕組みを知ることが、人と自然の持続可能な関係をつくりあ
げる第一歩になるのかもしれません。

2ページ目「パーマカルチャーの３つの倫理 と12の原則」
イラスト：川村若菜　　文章：若菜、アズサ、淳、リコ

プロデュース：平田理子（ひらた・りこ）
パーマカルチャーデザイナー（PDC '98年＠Permaculture Institute）
カリフォルニア州認定カウンセラー
全ての命は尊く等しい　と言う想いをむねに。

Webデザイン：山下道生（やました・みちお）

デザイン：畑中 亨（はたなか・とおる）
田んぼとデザインときどきカレー。
www.so-kurashi.com

表紙題字：KUJIKA
夫婦で旅したオーストラリア。海沿いの森のなかのオーガニックファームが日々の源泉。
いまは千葉南房総で、波に乗ったり、パンを焼いたり、野菜やみつばちを育てたりしています。
Instagram：@kujikatheoven

1　図案と絵画 日本国内において、パーマカルチャーデザインの分野で活躍されている方々やパーマカルチャーを実生活に取り入れている方々に
 有志にてご参加いただき、資料性の高い図案や絵画、またイラストで表現していただいております。

2　暦 ふだんわたしたちが用いているグレゴリオ暦を記載しました。

3　二十四節気 季節の移ろいをあらわすための区分です。1年を24等分に区切り、各節目の最初の日を名付けます。
 もともと中国の気候をもとに名付けられたので、日本の気候とは合わない名称や時期もあります。

4　月の満ち欠け 満月、上弦、新月、下弦を記しました。

5　潮汐 潮の満ち引き（大潮～小潮）の移ろいをグラフィカルに図案化しました。

6　種まきカレンダー 野菜の種まきの目安を記しました。温暖地を基準に表記してあります。

このカレンダーにおいても、パーマカルチャーの基本原則のひとつである「多機能性」を活かしたデザインを採用しています。

パーマカルチャーカレンダー 2022

https://permaculture-calendar.net/

パーマカルチャーカレンダーは参加型のカレンダーです。
サステナブルな暮らしの知恵や事例を持ち寄ったパーマカルチャーデザインの資料集でもあります。

● パーマカルチャーをイラストを通じて紹介。
● 色々なアイディアや実践例を共有。
● 共通の関心を持つ人たちのつながりを紡ぐ。

このカレンダーの趣旨

製作・販売：パーマカルチャーリストネットワーク　印刷：株式会社イニュニック  https://inuuniq.co.jp/
カレンダーに使用しているのは、森林循環紙のグラフィーCoCです。適切に管理された森林から切り出された木材を使用することにより、
木の乱獲を防ぐと共に適切に伐採して新しい木の成長を促すという森林の正常な循環を目的としています。
また、森林循環紙は製造工程での再生紙よりもCO2の排出量が少なく、地球温暖化防止、環境保全・環境負荷軽減する紙です。環境に優しい、植物性インクを使用しています。
＊無断複製、および転載はご遠慮ください。

参考資料　 パーマカルチャー　上下巻　デビッド・ホルムグレン著　リック・タナカ訳　コモンズ
参考H P　https://permacultureprinciples.com/principles/   
Special thanks to David Holmgren
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  パーマカルチャーの３つの倫理 と12の原則

自然・人間・生きものと
じっくり向き合うことで、
互いがいかされあう関係を
考えることができます。

ゆとりある資源を
逃すことなく
蓄える仕組みを考えて、
必要な時に
使えるようにします。

あなたがしている
活動・暮らし・仕事に対して、
本当に必要としているものが
得られているかを
確認します。

試行錯誤から学ぶことで、
地球にとって
持続可能かどうかを見極めて、
その場にフィットする仕組みを、
作りつづけていきます。

再生不可能な資源への依存を
減らすために
自然や生きものの
特性を最大限に活かします。

捨てる前に用途を考えよう。
視点を変えれば
他の価値が見つかります。
自然界に要らないものは
ありません。

一歩下がって全体を見つめると、
自然や社会の持つ大きな特性を
捉えることができます。
目の前のことに囚われすぎず、
本質を見極めてから
詳細へのデザインに活かします。

個々に分離していたものを、
互いがサポートしあえるように
つなげることで、
いかしあう関係が生まれます。

小さくてゆっくりな仕組みは大規模なものよりも
維持管理や軌道修正がしやすいです。
また、その地の環境や資源を
より良く活かすことができ、
そしてより持続可能な暮らしを生み出します。

多様性は
いざという時の、
バックアップになり、　
さらには多機能性をもたらします。

異なる種類のものが出会い、
接する処をエッジ（接縁）といいます。
エッジにはそれらの交わりから
生まれる豊かさがあります。

ものごとを注意深く観察して、
適切なタイミングで
介入することで、
避けられないどんな変化も
前向きに受け入れることができ、
創造的に対応できます。

Text by Azusa, Jun , Riko and Wakana 
©Wakana Kawamura
©Permaculture Calendar



メニューを組み立て、料理をする際に、
脳内空間でひとつのお皿を取り巻く惑
星や衛星のように浮かんでいる要素を
キャッチし、言葉にして並べる。そこに
見えてくるのは、心身を満たす食事に
は多様性と調和がある、ということ。
植物材料だけで構成すると、野菜たち
で動物的な力強さも引き出すことにな

るから、なおさらだ。
五分づきのご飯に季節の野菜の味噌
汁、漬物の食事であっても、よくよく観
察してそこに多様性と調和を見れば、
この命をつなぐ妙なる恵みに感慨を覚
えずにいられない。ありがとう。いた
だきます！

植物料理の多様性と調和 YOSHIVEGGIE（ヨシベジ）★今里佳子。植物料理研究家。キッチン・パーマカル
チャリスト。長崎出身。植物の恵み×インドのオーガニックスパイス×日本の発酵を
融合させた料理の提案を行う。2017年埼玉県秩父の山里に暮らしの場を移し、畑
を耕し絵を描きながら古民家カフェ「なないろごはん chichibu_nanairo」を営む。
https://www.instagram.com/yoshiveggie/
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観察しよう、関わりあおう　 収穫しよう　 パターンから細部までデザインしよう　 分離よりも統合しよう　 多様性を尊重し活かそう　 エッジが持つ豊かさを利用しよう　etc..
このイラストに当てはまるパーマカルチャーの12の原則を照らし合わせてみよう。ほかにも思い巡らせてみよう。



川村若菜★イラストレーター＆パーマカルチャーデザイナー。
大学卒業後、神戸で看護師として働き出すも、アメリカの音楽＆アートに魅了され、2008年、アメリ
カ西海岸に単身飛び出す。渡米後、気づけば植物のトリコになり、造園学科でデザインを学び始め
る。植物学＆デザインを学んでいる中、パーマカルチャーと出会う。2016年日本に帰国後、食べれ
る森づくりを日本中で行う「Permaculture Design Lab.」の一味となり、パーマカルチャーデザイナ
ーとして活動しながら、「みんなのちきゅうカタログ」でイラストレーターデビュー。現在、浜松にて食
べられる森をつくるフォレストガーデンプロジェクトに関わっている。www.wakanakawamura.com
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δャΨΠϞʢ植෇͚ʣ、χϯδϯ、μΠίϯ、ίマπφ
χϯδϯ、Ϩλε、αラμࡊ、αϯチϡ、γϡϯΪΫ、ϛπό、খカϒ、ϛズφ、ίマπφ、
੢༸ϗウϨϯιウ、ΰϘウ、ωΪ、τマτʢԹʣ、ϐーマϯʢԹʣ、φεʢԹʣ、εΠカʢԹʣ、ϝϩϯʢԹʣ
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Ϩλε、αラμࡊ、αϯチϡ、γϡϯΪΫ、ίマπφ、ΩϡウϦ、カϘチャ、ズοΩーχ、Ξεパラ、
γι、ατΠϞʢ植෇͚ʣ、ϠマΠϞʢ植෇͚ʣ
αラμࡊ、αϯチϡ、γϡϯΪΫ、カϘチャ、ズοΩーχ、ΰーϠ、γι、τウϞϩίγ、
γϣウΨʢ植෇͚ʣ、Τμマϝ、Πϯήϯマϝ、τマτ
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我が家にウズラがやってきました。「な
ぜウズラなの？」と良く聞かれますが、
鶏よりも小さなスペースで飼うことがで
き、鳴き声もとても小さいので、住宅
地だからこそ実践できるSub-Urban 
Permacultureの提案です。
家の庭、フォレストガーデン、近所の
お店、近隣の森や竹林、それぞれの

ゾーンがうみだしてくれるリソース（今
まで使われていなかった資源も含めて）
が、ウズラを飼うことで、さらにつなが
り合い、暮らしにより豊かなシステム
が生まれました。
Permaculture for Quails : Design by 
Jun Omura & Wakana Kawamura

ウズラのためのパーマカルチャー

観察しよう、関わりあおう　 収穫しよう　 結果を受け入れ自律的な仕組みをつくろう　 自然や生きものの力をかりよう　 分離よりも統合しよう　 変化をうまく利用して創造的に対応しよう　etc..
このイラストに当てはまるパーマカルチャーの12の原則を照らし合わせてみよう。ほかにも思い巡らせてみよう。
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αラμࡊ、αϯチϡ、γϡϯΪΫ、τウϞϩίγ、τウΨラγ、ラοカηΠ、ιό、
τマτ、ϐーマϯ、φε
αラμࡊ、αϯチϡ、ラοカηΠ、ΦΫラ、ΤϯαΠ、ϞϩϔΠϠ、απマΠϞʢ植͑෇͚ʣ、
ιό、ΰマ、Τΰマ、πルϜラαΩ
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αラμࡊ、αϯチϡ、ΦΫラ、ΤϯαΠ、ϞϩϔΠϠ、χϯδϯ、
μΠズ、ΞズΩ、χラʢ植෇͚ʣ、ιό、ΰマ
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2019年からアパートの横の空き地を借
りれることになり、そこで植物を育てて
います。狭いですが植えた食べ物以外
にたくさんの収穫物を得ていることに気
づき、ちいさな庭に宇宙のような広がり
（土の中もまるで宇宙!）を感じ、「ちいさ
なうちゅう庭」と名付けました。
今回はそのちいさな庭から広がる大きな
宇宙を描きました。真ん中に庭の全体図、
その周りの6枚の花びらは庭の6つの特

徴と少しの妄想を足して描いています。
その周りには庭を通して満たされている
わたしの価値（ニーズ）の言葉の星座と、
土壌微生物の形をした星が散らばってい
ます。
札幌の街中の小さな庭でも、つながりが
広がっていることを嬉しく思う日々です。

札幌・ちいさな、うちゅう庭 つながりだよりー現実と妄想編ー ほり せいら★札幌市在住。デザイナー。（ですが、肩書きや何かにとらわれることなく自分自身
を表現することが本当の仕事だと思っています）　幼少期、山の中の小学校やフリースクール
に通い、自然に囲まれた環境でユニークな教育を受ける。2011年の震災後、パーマカルチャ
ーと出会い、「自然も人も全ては繋がって連鎖していて影響し合っている。良い影響を与え合い
たい」と言う自分の考え方にパーマカルチャーがしっくりきたので学び始める。大きな時間が取
れると色んな場所に行ったり研修生をしてみたり、自分の勘と流れを信じて気まぐれに暮らして
います。わたしらしく在ることに興味があり、わたしの人生を味わい尽くしたいと願っています。

収穫しよう　 ごみを豊かさに変えよう　 分離よりも統合しよう　 小さくゆっくりはじめよう　 多様性を尊重し活かそう　 エッジが持つ豊かさを利用しよう　etc..
このイラストに当てはまるパーマカルチャーの12の原則を照らし合わせてみよう。ほかにも思い巡らせてみよう。
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αラμࡊ、αϯチϡ、χϯδϯ、ιό、μΠズ
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Ωャϕπ、ϒϩοίϦー、カϦϑラϫー
αラμࡊ、αϯチϡ、ϋΫαΠ、χϯδϯ、ιό、ϫέΪ、γϣウΰΠϯμΠίϯ、
ΠチΰʢԾ植͑ʣ、ωΪ
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この絵は食育に関する絵本の企画のた
めに描いたものです。自分の暮らしてい
る場所、流れてくる水、食べているもの
の由来を知ることは、サステナブルな未
来への第一歩という思いから、ひとつの
風景の中に食の生産現場をデフォルメし

て組み込んだ風景図です。お米がつくら
れる田んぼ、漬物や味噌汁の具などの
野菜がつくられる畑、卵は養鶏場の鶏が
産み、果物は水はけのよい場所にある
果樹園で栽培されています。

食べもの、どこでつくってるの？ 向田 智也（むかいだ・ともや）★1972年神奈川県川崎市生まれ。日本の暮らしと
自然の関わりをテーマに創作活動を行っている。企画、文章、イラスト、デザイン
を行い、著書に『田んぼの一年』『雑木林の一年』『畑の一年』（いずれも小学
館）、イラスト・デザインの仕事に『ビジュアルデータブック　日本の生き物』（学
研）などがある。ほか、パーマカルチャーに関連する仕事として、宮城県石巻市雄
勝町にあるこどもの複合型体験施設「モリウミアス」の広報物を多数制作している。

観察しよう、関わりあおう　 エネルギーを集め蓄えよう　 収穫しよう　 自然や生きものの力をかりよう　 パターンから細部までデザインしよう　 分離よりも統合しよう　etc..
このイラストに当てはまるパーマカルチャーの12の原則を照らし合わせてみよう。ほかにも思い巡らせてみよう。
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ϋΫαΠ、μΠίϯ、ラσΟογϡ、খカϒ、αラμࡊ、αϯチϡ、ϛズφ、
γϡϯΪΫ、ίマπφ、カラγφ、チϯήϯαΠ、ϗウϨϯιウ、λマωΪ
Πチΰʢ植෇͚ʣ、ωΪ、χϯχΫʢ植෇͚ʣ、ΰϘウ、ϛπό、γϡϯΪΫ、φόφԼ०
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੢༸ϗウϨϯιウ、χϯχΫʢ植෇͚ʣ、γϡϯΪΫ、φόφ、
ίウαΠλΠ、ϛズφ、ίマπφ、チϯήϯαΠ
εφοϓΤϯυウ、άϦーϯϐーε、Ϩϯή、λマωΪʢ植෇͚ʣதԼ०
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ヤギを飼うとどんな恵みがあるでしょうか？　
草を食べるヤギですが、なかでも山を荒ら
すクズは大好物です。他の雑草も食べるの
で除草に大活躍します。乳はバターやチー
ズに。お肉も美味しく、腸はソーセージのケ
ーシングになります。カシミアヤギの毛はあ

たたかいセーターやマフラーに。皮はバッ
グやお財布、敷物、太鼓にも使われます。
角も犬のおもちゃやインテリアなどに。爪も
ミネラル豊富で、コンポストにいいんだとか。
もちろんその存在そのものが私たちの生活
に癒しを与えてくれます。

やぎさんからのめぐみ
とみたちひろ★地球を大切に思うデザイナー
2018年末にデザインコースを受け、こういう生き方をしてもいいのか！と衝
撃を受ける。今までの商業デザインの経験を活かし、「地球を大切に思う
デザイナー」として地方のグラフィック・Webデザイン・動画制作を中心に活
動。京都 和束町でツナギバカフェというコミュニティカフェをゆるりと運営。
新しいものを買わないライフスタイルに挑戦中。chihirotomita.com

観察しよう、関わりあおう　 収穫しよう　 自然や生きものの力をかりよう　 ごみを豊かさに変えよう　 分離よりも統合しよう　 多様性を尊重し活かそう　etc..
このイラストに当てはまるパーマカルチャーの12の原則を照らし合わせてみよう。ほかにも思い巡らせてみよう。
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福島県に移住した初期、パーマカルチ
ャーをもとにデザインして実験施設とし
て建築。
【排熱利用】
⚫�風呂を焚く薪の熱を→床暖房→給湯
器へと熱をできるだけ使うデザイン

【自然エネルギー】
⚫独立型太陽光発電→照明と洗濯機に
⚫手作り太陽熱温水器→風呂浴槽へ
⚫雨水利用→植物と洗濯に
【大地へ循環】
⚫コンポストトイレ→畑や果樹の肥料に

Multi Purpose Bath & Composting Toilet 暮土（kurado） 小林功弥 & 孝枝 & 成★
福島県三春町にパーマカルチャーを実践するため移住。2011年
震災を期に岡山県久米南町へ再移住。
岡山の自宅にはクッキングオープンペチカを製作。自分たちの身
の周りから緩やかにパーマカルチャーデザインを構築中！

エネルギーを集め蓄えよう　 収穫しよう　 自然や生きものの力をかりよう　 ごみを豊かさに変えよ　 分離よりも統合しよう　 エッジが持つ豊かさを利用しよう　etc..
このイラストに当てはまるパーマカルチャーの12の原則を照らし合わせてみよう。ほかにも思い巡らせてみよう。


